
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一つ一つの活動を着実に終えて 

旭川市立新富小学校     

校長 工 藤  真   

校舎裏の学級園に植えられている各学級の植物が青々とした葉を大きく広げ育っています。小さな苗や種から植

え、１学期間、一生懸命お世話をした成果です。実りの秋にはたくさんの収穫ができることでしょう。それはあたかも個

性豊かな新富っ子の一人一人の成長を表しているかのようです。私たち教職員は、植物のように子供たち一人一人

がすくすくと育ち、立派な実を付けてほしいと願っていますし、そうすることが学校の使命と考えています。 

さて、早いもので、今日で１学期が終了します。４月に１学期がスタートしてから、あっという間の４か月。運動会を中

心に宿泊学習や修学旅行など、多くの行事を経て子供たちの成長を促し、心も体も大きく成長してきました。ともする

と毎日見ている子供たちの変化に気付きにくいこともあるかと思います。しかし、４月と７月の子供の写真があれば、

見比べてみてください。少しずつ変化していることが分かると思います。同時に見えない心の成長がそこにあると思い

ます。学校は２学期以降も、時代のニーズに応じた教育活動の展開を目指していきます。 

さて、昨今、よく聞くようになった言葉で「ウェルビーイング」という言葉があります。皆さんはご存知でしょうか？調

べてみると「ウェルビーイング」とは、 

 

 

 

 

 

と定義されています。 

では、教育の場でのウェルビーイングとは何でしょうか？それは、子供たちが感じる次のことです。 

①幸福感 ②学校や地域でのつながり ③協働性 ④利他性 ⑤多様性への理解⑥サポートを受けられる環境 

⑦社会的貢献意識 ⑧自己安定性 ⑨自己実現【達成感、キャリア意識など】 ⑩心身の健康 ⑪安全・安心な環境

などです。新しく出てきた言葉に「えっ、またなんか難しいことが出てきたの？」と思いがちですが、実はどれも昔から

大切にされ、学校の中では意識されてきており、今回、新たに「ウェルビーイング」という言葉に集約されただけのこと

です。 

これまでの私たちは、集団の中の一人として考えられることが多く、これは古来から人々の生活の中にあった考え

です。しかし、昨今は「多様性の時代」のような言葉で表されるほど、一人ひとりの個性やニーズに応じたパーソナラ

イズされた社会へと変容しました。 

このこと受けてのウェルビーイングの最終的な目標は「個々の幸福の追求」です。 

私たちは日々の教育の場において、自然とこれらを意識して指導をしています。また、これを意識していかなけれ

ば、学校の存在理由もなくなる気がします。そのための、日常の授業であり、行事への取組であり、体験的活動の推

進であると考えます。 

新富小学校は、これまで同様、保護者や地域の皆さんのお力をお借りして、「新富小こそ

ウェルビーイングの実践校」だといえるような教育活動を展開していきたいと考えます。その

ために、私たちは子供たちのために一つ一つの活動を着実に行い、子供たち一人一人の資

質・能力の向上を目指していきます。 

明日から、楽しい夏休みです。事故や怪我、病気などせず、また、８月２６日には、少し成長

した元気な子供たちと再会したいと思います。Have a nice summer vacation!  

令和７年 

７月２３日発行  
 

No.４ 

旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子どもの育成』 

《本年度の重点教育目標》  認め合い 支え合い 学び合う子どもの育成  

～認め合い 支え合い 学び合う活動を通して 仲間との関係を深め 子どもたちの人間性を高める～ 

           

○身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義など将

来にわたる持続的な幸福を含むもの。 

○多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、個人を取りまく場や地域社会が幸せや豊かさを感じら

れる良い状態にあることも含む。 




